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淀川・鵜殿

市民と業者、連携10年目/東儀さんも協力

●鵜殿のヨシ刈 りの様子。山田兄弟製

紙の社員もボランティアで参加 した

=1月 、大阪府高槻市鵜殿

●鵜殿のヨシで作 られた「淀の音色」

シリーズ。東儀秀樹さんがうさぎの

イラス トを描いた

=いずれも山田兄弟製紙提供

ハ
ガ
キ
セ
ッ
ト

（
３
散
入
り
、
税
込

み
５
０
０
円
）
、　
一
筆
箋
セ
ッ
ト

（
１０

枚
入
り
、
同
５
０
０
円
）
、
レ
タ
ー
セ

ッ
ト

（
便
せ
ん
１２
枚
、
封
筒
５
枚
入

り
、
同
１
８
０
０
円
）
は

「
淀
の
音

色
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
今
年
４
月
に
発

売
さ
れ
、
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｆ

一
一
り
¨ヽ
ヽ
く
”
【●
”
Ｑ
”
―
ド
①
い一
の
一
・０
０
日

ヽ
）
で
購
入
で
き
る
。

「手
紙
に
な

っ

て
遠
く

へ
運
ば
れ
る
ヨ
シ
紙
に
、
小
さ

く

『鵜
殿
』
と
書
い
て
あ
る
。
受
け
取

っ
た
人
が
そ
れ
を
見
て
、
ち
ょ
っ
と
行

っ
て
み
よ
う
か
な
、
と
思

っ
て
く
れ
た

ら
」
と
小
山
所
長
。
売
り
上
げ
の

一
部

は
、
ヨ
シ
原
の
保
全
活
動
に
寄
付
さ
れ

る
。

◇

東
儀
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た

ヨ
シ
紙
の
展
示
会
が
７
月
６
日
～
８
月

６
日
の
午
前
１０
時
～
午
後
５
時
、
大
阪

府
枚
方
市
岡
本
町
の
ア
ト
リ
エ
Ｍ
ａ
ｙ

（
０
７
２

ｏ
８
４
４

ｏ
ｌ
４
４
０
）
で

あ
る
。

高
麟
静
黎
¨
醸
瀾
御
郵
澤
劇
勧
制
獅
”
率
Ⅶ
却
刻
独
”
中
醐
制
障

の
（

崇
動
神

始
め
て
１０
年
目
を
迎
え
た
。
鵜
殿
の
ヨ
シ
が
雅
楽
器

「
ひ
ち
り
き
」
の
材
料

に
用
い
ら
れ
る
縁
で
雅
楽
師
の
東
儀
秀
樹
さ
ん
が
、
今
春
発
売
さ
れ
た
ヨ
シ

紙
の
ハ
ガ
キ
な
ど
に
イ
ラ
ス
ト
を
提
供
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
笹
川
翔
平
）

鵜
殿
は

「土
佐
日
記
」
に
も
登
場
す

る
歴
史
的
名
所
。
ヨ
シ
原
は
１
９
７
０

年
代
に
始
ま

っ
た
河
川
改
修
事
業
で
激

減
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
保
全
活
動

で
回
復
し
た
。
多
年
草
の
コ
シ
は
毎
年

刈
り
取
る
必
要
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
作
業
に
あ
た

っ
て
い
る
。
し
か

し
、
す
だ
れ
作
り
な
ど
が
す
た
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
刈
り
取
ら
れ
た
ヨ
シ
は
行

き
場
を
な
く
し
て
燃
や
さ
れ
る
し
か
な

か

っ
た
。

地
元
で
鵜
殿
ヨ
シ
原
研
究
所
を
主
宰

す
る
小
山
弘
道
所
長
（
７２
）
は
９９
年
、
琵

琶
湖
の
ヨ
シ
保
全
を
訴
え
る
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
、
山
田
兄
弟
製
紙

（
福
井
県

越
前
市
）
の
山
田
益
弘
社
長

（
現
会

長
）
と
出
会

っ
た
。

「淀
川
で
ヨ
シ
を

育
て
て
い
る
」
と
語
る
小
山
所
長
に

「紙
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
山
田
社

長
が
応
じ
た
。

コ
シ
は
木
材
パ
ル
プ
と
比
べ
て
繊
維

が
短
く
、
強
度
が
劣
る
。
同
社
は
す
き

方
を
工
夫
し
、
２
年
が
か
り
で
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
プ^
リ
ン
タ
ー
に
耐
え
う
る
強

度
を
実
現
。

３０
％
の
コ
シ
パ
ル
プ
を
混

ぜ
た
和
紙
は
漂
白
剤
を
加
え
な
い
生
成

り
で
、
柔
ら
か
な
手
触
り
が
特
徴
だ
。

２
０
０
１
年
に
ヨ
シ
紙
の
便
せ
ん
や

ハ
ガ
キ
を
売
り
出
し
た
こ
ろ
は
月
数
千

円
分
し
か
注
文
が
な
く
苦
戦
し
た
が
、

環
境
意
識
の
高
ま
り
で
売
り
上
げ
は
総

々
に
伸
び
た
。
同
社
取
締
役
の
山
田
京

代
さ
ん
（
４５
）
は
ヽ

「自
分
た
ち
は
廃
水

で
川
の
水
を
汚
し
て
い
る
立
場
。
水
質

浄
化
作
用
が
あ
る
ヨ
シ
の
保
全
に
か
か

わ
る
こ
と
で
環
境
の
負
荷
を
ゼ
ロ
に
近

づ
け
た
い
」
Ю

０２
年
か
ら
毎
年
１
月
と

２
月
、
社
員
総
出
で
鵜
殿
の
コ
シ
刈
り

を
手
伝

っ
て
い
る
。

昨
年
４
月
、
鵜
殿
を
横
断
す
る
高
速

道
路
の
早
期
建
設
を
橋
下
徹

。
大
阪
府

知
事
が
国
に
要
望
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
ヨ
シ
原
の
保
全
を
求
め
る
雅
楽
奏
者

や
愛
好
家
が
昨
夏
、
２
万
人
以
上
の
署

名
を
集
め
、
文
化
庁
な
ど
に
提
出
し

た
。鵜

殿
の
ヨ
シ
で
で
き
た
吹
き
国
の
ひ

ち
り
き
を
愛
用
す
る
東
儀
さ
ん
も
署
名

活
動
に
参
加
。
昨
年
６
月
、
小
山
所
長

か
ら

「鵜
殿
の
コ
シ
の
知
名
度
を
上
げ

る
の
は
雅
楽
、
守
る
の
は
紙
。
そ
の
両

方
が
か
か
わ
る
製
品
作
り
に
協
力
し
て

ほ
し
い
」
と
関
係
者
を
通
じ
て
頼
ま
れ

た
東
儀
さ
ん
は
、
う
さ
ぎ
が
雅
楽
器
を

奏
で
る
姿
を
イ
ラ
ス
ト
に
し
た
。


